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本学は 2015 年度から、ベトナムの高校生・大学生を対象に、法政大学日本語スピーチコンテスト（ベト

ナム）を実施しています。今年度、10 回目のコンテストに合わせて、コンテストの現地での運営やベトナ

ムの日本語学習者との交流、現地企業訪問等を内容とする、本学学部生向けの異文化理解プログラム

（正課外）を実施します。 

文化の違いを体験し、多様性を理解する力が養われることを目指すとともに、外国語学習の動機付け

の機会となることが期待されます。また、在ベトナム日本国大使館（予定）などの日系諸機関を訪問し、

現地で活躍する日本人・日系機関・企業を通じて、グローバルキャリアを考えるきっかけとなることも期

待されます。 

今回が初めての実施となる本プログラムは、トライアル的要素を含むプログラムとして、参加学生の皆

さんの声も反映しながら、「共に創るプログラム」として設計・運営していきます。 

参加を希望する方は、以下の要領により、申請を行ってください。 

 

１ 対象 

（１） 対象 

学部学生（特別学生、通信教育課程学生を除く） 

（２） 対象学部・学年 

全学部・全学年 

 

２ 募集定員・締切 

（１）募集定員 

定員５名程度（※定員を上回った場合選考を行います） 

（２）募集締切 

   ２０２４年１１月２７日（水） ２３：５９ 

 

３ プログラム内容 

（１） 日程 

①オリエンテーション：２０２４年１２月９日（月）、１７時００分～１８時３０分（最大） 

②ベトナム学生とのオンライン交流：２０２４年１２月中旬～２０２５年２月上旬（計３回程度予定） 

③日本語スピーチコンテスト決勝審査出場者とのオンライン交流：２０２５年２月下旬～３月下旬（計３

回程度予定） 

④ベトナム現地スタディツアー：２０２５年３月２５日（火）～３月２９日（土）（４泊５日） 

※ベトナム現地集合・解散予定（ご相談に応じます）。 

※推奨フライト便等、詳細は参加決定者にご案内します。 

※プログラムは３月２９日（土）の夜で終了しますが、大学手配の宿泊については、３月２９日（土）の

宿泊分まで手配予定です（３月３０日（日）の復路フライト可）（後述）。 

 

  上記①～④は、それぞれ参加必須です。 

但し、②及び③のオンライン交流は、参加者確定後、日程を調整します。 

 

＜正課外＞ 
異文化理解プログラム 2024 

募集要項 
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（２）活動内容 

 ①オリエンテーション 

   ・法政教員によるレクチャー：異文化交流の心構え等 

・ベトナムの大学教員によるレクチャー：ベトナム文化やベトナム人のメンタリティについて学ぶ 

・プログラムに関する事務説明 

  

②ベトナム学生とのオンライン交流 

   ・各回テーマを設定してオンライン交流を実施する（計３回程度予定）。 

   ・テーマは「異文化交流」や「ベトナム現地フィールドワーク（３月）における観光＆フィールドワーク

先を考える」「使える・簡単ベトナム語入門」等を予定。 

  

③日本語スピーチコンテスト決勝審査出場者との交流 

   ・期間中に計３回ほどオンラインにて交流を行う。 

   ・決勝審査出場者（ベトナム学生）のスピーチの練習相手をしたり、スピーチへのアドバイスをしたり

する。 

 ＜法政大学日本語スピーチコンテスト（ベトナム）について＞ 

    法政大学とハノイ国家大学外国語大学の共催で実施しています。 

    昨年度（第 9 回）実施の様子は、以下よりご確認ください。 

    https://www.hosei.ac.jp/info/article-20231201130401/?auth=9abbb458a78210eb174f4bdd385bcf54 

  

④ベトナム現地スタディツアー 

   ・日本語スピーチコンテスト決勝審査（3/29）の運営サポート（日本語学習イベント実施支援） 

   ・現地観光・現地視察等（ハノイ市内）※ベトナム側学生と一緒に行動予定 

 

（３）使用言語 

・日本語 

※英語は使用しなくても問題ありませんが、ベトナムの学生との日本語交流に際して、意味の説明 

に用いたりすると便利です。ベトナムの学生も日本語が母語ではないので、時に英語を交えたりし 

て交流をします。 

 

（４）ベトナムと現地大学 

ベトナムの人口は 2023 年に 1 億人を突破し、首都ハノイは人口 859 万人（2023 年）で現代的な巨

大都市です。日本語を第一外国語の一つとしている親日国です。 

本プログラムでは主に、ハノイ国家大学外国語大学日本言語文化学部の学生と交流します。ハノイ

国家大学は教育訓練省大臣が学長を務める特別な大学群で、ハノイ校、ホーチミン校からなり、ハ

ノイ国家大学外国語大学は 1955 年に創設されました。 

 

（５）事後レポート・アンケート 

   プログラム終了後、レポート（アンケート）を作成・提出していただきます。 

 

４ 応募方法 

（１）以下の Google フォームへアクセスし、必要事項を入力の上、申請してください。 

   URL： https://forms.gle/LoqDEnr4h3hVYsDe7 （法政大学 Gmail へのログインが必要です。） 

 

（２）受講可否連絡 

募集締切後、受講可否について総長室付教学企画室（kyogaku@hosei.ac.jp）から メールを送信し

ます（11 月 29 日予定）。メールが届かない場合は、問い合わせ先までご連絡ください。 
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５ 選考について 

（１）定員を超えた場合、「４ 応募方法」で提出された内容に基づき選考を行います。 

（２）申請に不備がある場合の連絡や、受講可否等の重要な連絡はメールで行うため、定期的にメール

を確認してください。 

 

 

６ プログラムスケジュール（予定） 

１１月２７日（水） 募集締切 

１１月２９日（金） 受講可否連絡（メール）（予定） 

１２月９日（月） オリエンテーション（17 時 00 分～18 時 30 分予定） 

※対面・オンライン併用予定 

１２月中旬 

 ～２月上旬 

 

２月下旬 

 ～ 

３月下旬） 

 

 

３月２５日（火） 

～     

３月２９日（土） 

ベトナム学生とのオンライン交流 

※具体的な日程は参加者確定後で調整予定。 

 

 

日本語スピーチコンテスト決勝審査出場者やコンテスト運営学生との交流 

※具体的な日程は参加者確定後で調整予定。 

 

 

ベトナム現地フィールドワーク 

＜予定＞ 

※現在調整中であり、順番等含め変更する場合があります。 

 

（1 日目：3/25 火） 

●現地（ハノイ）集合 

 

（2 日目：3/26 水） 

●午前：ハノイ国家大学外国語大学(日本言語文化学部)の授業見学・参加 

●午後：在ベトナム日本国大使館訪問（大使館による講演を受講・施設見学） 

 

（3 日目：3/27 木） 

●半日：現地探索（ハノイ市） 

●半日：自由行動（予定） 

※ベトナム側学生と一緒に行動予定。 

  

（4 日目：3/28 金） 

●午前：企業訪問 

●午後：懇親会 

 

（5 日目：3/29 土） 

●終日：日本語 SC 決勝審査への参加 

（会場設営、運営手伝い、出場者のサポート等） 

●夜：プログラム終了 
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７ プログラム参加費用（概算、予定） 

現地スタディツアー参加に係る渡航費用等については、自己負担となります（但し宿泊費（5 泊分）に

ついて、大学にて手配・負担（後述））。 

 

＜プログラム参加費用概算（予定）＞ 

往復航空券代 約 125,000 円 （東京⇔ノイバイ空港）※各自手配予定 

宿泊代（5 泊分予定）  － 円 ※大学にて手配（大学にて費用負担） 

※相部屋予定（男女別） 

海外旅行保険（5 日分） 約 4,000 円 ※大学指定の保険に加入必須 

懇親会費 約 3,000 円 ※現地徴収予定 

合計 約 132,000 円  

 

※上記のほか、以下が自己負担となります（予定を含む）。 

〇現地の活動・行動に関する費用（現地交通費（移動費）、施設入場料、食費等） 

〇自宅⇔国内空港の交通費 

〇その他個人経費 

※参加人数、為替レート、燃油サーチャージにより変動の可能性があります。 

※最終的なプログラム費用は、決定次第お知らせします。 

 

８ 留意事項 

① 万一やむを得ない事情等（災害発生時など）によりプログラムの中止が決定された場合、その際の

キャンセル料等は参加者の負担となります。 

② 集合・解散は現地空港（ハノイ・ノイバイ国際空港）を予定しています。 

③ 宿泊先は、大学が指定し手配します（宿泊費用は大学が負担します）。 

  ※宿泊は、3 月 25 日（火）～3 月 29 日（土）宿泊分まで（5 泊分）を手配する予定です。 

④ 本プログラムは正課外の事業であり、単位認定はありません。 

 

９ 問い合わせ先 

  法政大学総長室付教学企画室 

  電話：03-3264-9930  Email：kyogaku@hosei.ac.jp 

  ※メールで問い合わせる場合は、件名に「異文化理解プログラム 2024」、メール本文に「氏名・所属・

学年・学生証番号」を必ず明記してください。 

 

以上 


